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  大豆「津久井在来」の狭畦栽培技術の確立 

［要約］大豆「津久井在来」の狭畦栽培に適した栽植密度は、畝間 30 ㎝、株間 20 ㎝で、播種

適期は６月中旬から７月上旬である。狭畦栽培は、慣行栽培と比較して多収であり、雑草生育期

に除草剤を茎葉散布することで中耕・培土を省略しても安定的な除草効果が得られる。また、最

下着莢節位高が 9.9cm と高いため、機械収穫時の刈取り位置を高くできる。 
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［背景・ねらい］ 

近年、大豆の生育期間中に使用できる広葉雑草用茎葉処理剤が開発された。中耕・培土をしな

い狭畦栽培と組み合わせることで、狭畦による抑草効果と除草剤の防除効果が期待できる。そこ

で、大豆「津久井在来」の狭畦栽培に適した栽植密度および播種時期について検討し、安定的か

つ省力的な栽培法を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］  

１ 狭畦栽培の株間20㎝区は、慣行区、株間30㎝区および株間35cm区と比較して上実重および

百粒重が最も重い（表１）。 

２ 狭畦栽培における６月中旬、６月下旬および７月上旬播種の上実重について、いずれも

有意差は認められなかった（表２）。 

３ 狭畦栽培では、中耕・培土を省略し、雑草生育期に除草剤を散布することで、大豆生育

中の除草にかかる時間を 26%削減できる（表３）。 

４ 狭畦栽培の最下着莢節位高は 9.9 ㎝と高いことから、機械収穫時の刈取り位置を高く

設定することが可能である（表４）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 慣行の栽植密度の畝間 75 ㎝、株間 15 ㎝に対して、狭畦栽培では畝間 30 ㎝、株間 20 ㎝とし

た。 

２ 両試験区とも播種直後に除草剤の土壌処理を行った。 

３ 狭畦栽培における大豆生育中の除草剤処理は、大豆生育中に圃場全面に散布可能な茎葉処理

剤を用い、雑草生育期（草丈 10cm 以下が目安）に処理する。 

４ 狭畦栽培では、機械収穫時の刈取り位置を高く設定することで、収穫物の歩留まりを減らす

ことなく泥土の混入を防げる可能性がある。 

 

 

 



表４　狭畦栽培が成長に及ぼす影響(2023年度)

(cm) (節) (cm)

狭畦区z 59.1 2.1 9.9**y

慣行区 53.2 1.0 4.1

試験区
主茎長

最下着莢
主茎節位

最下着莢
節位高

z:畝間は30cm、株間15cmとした。
y:**はｔ検定の結果１％水準で有意であったことを示す。

表１　株間が収量に及ぼす影響(2021年度)

上実重x 下実重w 上実粒数 百粒重

(kg/a) (kg/a) (個/株) (g)

20cm区 38.0 13.4 59.1 38.5

30cm区 34.6 6.9 85.4 36.5

35cm区 27.1 8.8 80.6 35.3

慣行区y 対照 32.3 11.9 102.9 35.3

試験区

狭畦区z

z:畝間30cmとした。
y:畝間75㎝とした。
x:上実重は、7.9mmの篩上
w:下実重は、7.9mmの篩下

表２　播種期が収量に及ぼす影響(2022年度)

上実重 下実重 総実重 上実率 上実粒数

(kg/a) (kg/a) (kg/a) （％） (個/株)

狭畦区z 41.0 5.7 50.7 80.7 67.1 37.1 ay

慣行区 32.2 2.4 40.2 80.3 106.3 34.6 ab

狭畦区z 46.0 6.4 58.2 79.0 79.9 34.9 ab

慣行区 22.4 1.7 29.8 75.2 79.6 32.3 b

狭畦区z 35.2 4.9 43.6 80.6 63.5 33.6 ab

慣行区 30.5 2.3 38.2 79.8 104.5 33.1 ab

    栽植密度（A） * - - - -

    播種時期（B） n.s. - - - -

    （A）×（B） n.s. - - - -

z:畝間は30cm、株間は15cmとした。
x:二元配置分散分析により、**は１％、*は５％水準で有意差あり、n.s.は有意差
なしを示す。
y:Tukeyの多重検定を行い、異符号間には５％水準で有意差ありを示す。

試験区
百粒重

(g)

6月中旬

6月下旬

7月上旬

**

**

n.s.

有x

意

差

表３　狭畦栽培における除草作業の作業時間
z
(2023年度)

作業時間（h・人/10a)
y

狭畦栽培区 慣行栽培区

除草剤散布 プレッシャー式噴霧器でベンタゾン液剤を散布 10.48

中耕・培土 管理機で中耕・培土 14.15

作業名 使用機器・作業方法

z:機械などの運搬、移動時間、除草剤の調整時間は除外した。
y:圃場は、狭畦栽培区は、幅1.2m、長さ10.6mとした（10.6m/畦×４列）、慣行栽培区は、幅

３m、長さ10.6mとした（10.6m/畦×４列）。作業時間は7月26日に調査した。除草剤の散布
は、噴霧器(ダイヤスプレー、２頭式）を用い、散布した。中耕培土の管理機（クボタ、TA6)

を用いて作業した。作業は、4１歳男性、農作業経験21年が行った。

［具体的データ］  
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